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信用格付の種類と記号の定義 

 

1. 信用格付の対象となる事項の区分およびその細目 

 
格付対象の区分  

コーポレート等 次に掲げる法人等の信用状態又は当該法人等が発行する金融商品の信用状態（資産証券化

商品及びその他のストラクチャード・ファイナンス商品等を除く） 

① 一般事業法人等 

② 金融法人等 

③ パブリックセクターの法人等 

④ 医療機関・学校法人等 

⑤ 国(ソブリン)及び海外準ソブリンの法人等 

ストラクチャード･

ファイナンス商品等 

次に掲げるものの信用状態 

① 資産証券化商品 

② その他ストラクチャード・ファイナンス商品等として次に掲げるもの 

・ 投資法人及び当該法人が発行する有価証券又は当該法人に対する資金の貸付

け 

・ ABCP プログラム（銀行フルサポート型に限る。） 

・ リパッケージ商品（シングルクレジットの金融商品であって、原資産の信用

状態が当該金融商品の信用状態と実質的に同一であると認められる場合に限

る。） 

・ プロジェクト・ファイナンスに係る法人及び当該法人が発行する有価証券又

は当該法人に対する資金の貸付け 

・ 船舶金融に係る法人及び当該法人が発行する有価証券又は当該法人に対する

資金の貸付け 

・ その他上記に類するもの 

 

2. コーポレート等の信用格付の種類と記号の定義 

(1)長期格付 

AAA   債務履行の確実性が最も高い。 

AA   債務履行の確実性は非常に高い。 

A   債務履行の確実性は高い。 

BBB    債務履行の確実性は認められるが、上位等級に比べて、将来債務履行の確実性が低下する可能

性がある 

BB    債務履行に当面問題はないが、将来まで確実であるとは言えない。 

B    債務履行の確実性に乏しく、懸念される要素がある。 

CCC   現在においても不安な要素があり、債務不履行に陥る危険性がある。 

CC    債務不履行に陥る危険性が高い。 

C    債務不履行に陥る危険性が極めて高い。 

D    債務不履行に陥っている。 

 

AA から B までの格付記号には同一等級内での相対的位置を示すものとして、プラス（+）若しくはマイ

ナス（-）の符号による区分を付す。 

 

(a) 長期格付は、期限 1 年を超える債務について約定通り履行される確実性の程度を比較できるよう

に等級をもって示すものです。 
(b) 長期格付の対象には、債券、発行プログラム（ミディアム・ターム・ノ ート・プログラム等）等

発行者が負う個別の債務のほか、債務者の包括的な債務返済能力を示す長期優先債務や保険金支

払能力等を含みます。 
(c) 優先株等ハイブリッド証券に対する格付についても上記記号で表します。 
(d) 長期格付の格付記号の定義において「債務不履行」と言う場合、格付対象債務の元利金支払が当

初約定通りに履行されない状態を指します。これには、債務者について、破産、会社更生、民事

再生、特別清算といった法的手続きが申立てられる等、元利金支払が当初約定通りに履行される

ことが不可能と判断される状態も含まれます。ただし、長期優先債務格付において、債務者救済

を目的として債権放棄やデット・エクイティ・スワップ等に応じた特定の債権者が元利金支払を
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当初約定通りに受けられない状態は除きます。  
 
(2)短期格付 

J－1   短期債務履行の確実性が最も高い｡ ｢J－1｣ の中でも特に短期債務履行の確実性の高いものにつ

いては ｢J－1＋｣ で表す｡  

J－2  短期債務履行の確実性は高いが､ J－1 より若干劣る｡  

J－3  短期債務履行の確実性は認められるが､ 環境の悪化による影響を被りやすい｡  

NJ   上位等級より、短期債務履行の確実性が劣る。 

Ｄ   債務不履行に陥っている。 

(a) 短期格付は、期限 1 年以内の債務について約定通り履行される確実性の程度を比較できるように

等級をもって示すものです。 
(b) 短期格付の対象には、コマーシャル・ペーパー・プログラム（電子ＣＰを含む）等発行者が負う

個別の債務のほか、債務者の短期の包括的な債務返済能力を示す短期優先債務等を含みます。 
 

(3)長期優先債務格付と短期優先債務格付 

長期優先債務格付は、債務者（発行体）の債務全体を包括的に捉え、その債務履行能力を評価したも

のです。このうち、期限１年以内の債務に対する債務履行能力を評価したものを短期優先債務格付と位

置づけています。個別債務の評価（債券の信用格付、ローンの信用格付等）では、債務の契約内容、債

務間の優先劣後関係、回収可能性の程度も考慮するため、個別債務の格付が長期優先債務格付と異なる

こと（上回ること、又は下回ること）もあります。 

 

3. ストラクチャード・ファイナンス商品等の信用格付の種類と記号の定義 

ストラクチャード・ファイナンス商品等の信用格付の種類と記号の定義も上記に準じます。 

 

4. ｐ（ピー）格付 

p(ピー)格付とは、発行体からの依頼に基づかず、公開情報等に基づき、当該発行体の了解を得た上で

付与する信用格付です。依頼に基づく信用格付と区別するため格付記号の後に「p」を表示しています。

ｐ格付においては、格付関係者にインタビューを実施できない場合又は非公表情報の入手ができない場

合があります。付与に用いる情報について十分な品質を確保できないと判断される場合、ｐ格付は付与

しません。国に対する信用格付については、依頼によらず付与し公表する場合であっても、格付記号に

p 記号を付加しません。 

 

5. 格付の見通し 

「格付の見通し」は、長期優先債務格付又は保険金支払能力格付が中期的にどの方向に動き得るかを

示すもので、「ポジティブ」、「安定的」、「ネガティブ」、「不確定」「方向性複数」の 5 つからなります。 

今後格上げの方向で見直される可能性が高ければ「ポジティブ」、今後格下げの方向で見直される可

能性が高ければ「ネガティブ」、当面変更の可能性が低ければ「安定的」となります。 

ごくまれに、格付の見通しが「不確定」又は「方向性複数」となることがあります。格上げと格下げ

いずれの方向にも向かう可能性がある場合に「不確定」となり、個別の債券や銀行ローンの格付、長期

優先債務格付等が異なる方向で見直される可能性が高い場合には「方向性複数」となります。 

 

6. クレジット・モニター 

発表した信用格付につき、定期的な見直しを行う場合に加えて、戦争、大きな事故、合併、訴訟、行

政措置、大幅な業況の変化等格付変更の可能性があると判断した場合には、クレジット・モニターの対

象とし随時信用格付の見直し作業を行うとともに、その旨を「クレジット・モニターの対象とした」と

発表します。クレジット・モニターの対象となった信用格付には、それが解除となるまで格付記号の前

に「#」が付けられます。 

クレジット･モニターの対象となった全ての信用格付について「見直し方向」が付記されます。「見直

し方向」はクレジット･モニターの対象となった信用格付がどの方向で見直されるかを示すもので、「ポ
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ジティブ」、「ネガティブ」、「方向性不確定」の 3 つからなります。格上げの方向で見直される場合には

「ポジティブ」、格下げの方向で見直される場合には「ネガティブ」、格上げと格下げいずれの方向にも

向かう可能性がある場合に「不確定」となります。 

 

7. 信用格付の「保留」「撤回」について 

信用格付は、情報入手が困難となった場合や客観的な情勢に重大な変化が生じた場合等には「保留」

「撤回」することがあります。信用格付の見直しを行うのに必要な情報の入手が一時的に困難あるいは

不可能となった場合には既格付を「保留」とします。また、情報提供について発行体からの協力が得ら

れず将来にわたって信用格付の見直し作業が不可能と判断される場合は「撤回」とします。 

以上 

 

 
 
 

 
 
   

 


